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「
第
30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５
」で
は
、現
代
ア
ー
ト
を
楽
し
ん
で
体
験
・

体
感
し
、
ま
ち
な
か
を
お
祭
り
気
分
で
盛
り
上
げ
る
た
め
、「
ま
ち
な
か
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
〜
天
文
館
ワ
ン
ダ
ー
マ
ッ
プ
〜
」を
、
10
月
31
日（
土
）〜
11
月
15
日（
日
）、
県
内

最
大
の
繁
華
街
・
天
文
館
各
所
で
展
開
し
ま
す（
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
＝
空
間
芸
術
）。

　
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
は
、「
吹
上
ワ
ン
ダ
ー
マ
ッ
プ
」（
日
置
市
吹
上
町
2
0
0
8
年
〜
実
施
）

で
お
馴
染
み
の
鹿
児
島
市
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
博
多
和
宏
氏
。現
代
美
術
作
家
の
椿
昇

氏（
京
都
造
形
芸
術
大
学
教
授
）の
新
作
展
示
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

新
進
気
鋭
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
、作
品
の
公
開
制
作
、展
示
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　
「
W
a
n
d
e
r
＝
歩
き
回
る
、さ
ま
よ
う
」の
意
味
か
ら
、「
ア
ー
ト
に
導
か
れ
、地
図
を

見
な
が
ら
散
策
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
博
多
氏
の
思
い
を
込
め
た「
天
文
館
ワ
ン
ダ
ー
マ
ッ

プ
」で
は
、絵
画
作
品
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、映
像
作
品
や
知
覚
彫
刻
・
建
築
・
写
真
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
現
代
ア
ー
ト
が
一
堂
に
会
し
ま
す
。

　
国
文
祭
開
催
期
間
中
、
天
文
館
が
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
ア
ー
ト
空
間
に
変
わ
り

ま
す
。　
こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
！

　

大
和
村
は
、豊
か
な
自
然
と
、古
来
よ
り
伝
統

芸
能
・
文
化
が
地
域
行
事
と
と
も
に
色
濃
く
息
づ

く
、魅
力
あ
ふ
れ
る
村
で
す
。

　

そ
ん
な「
ま
ほ
ろ
ば
・
や
ま
と
」の
魅
力
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
き
、後
世
に
伝
え
る
た
め
、か
ご

し
ま
国
文
祭
で
は
、11
月
15
日（
日
）大
和
村
体
育

館
に
て
、「
シ
マ
に
い
き
づ
く
文
化
と
新
た
な
風

（
文
化
）の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
、３
部
構
成
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、【
い
に
し
え
の
文
化
】と

天
文
館
が
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
ア
ー
ト
空
間
に
！

題
し
て
、「
大
和
浜
の
棒
踊
り
」な
ど
大
和
村
の
伝

統
行
事
を
披
露
す
る
と
と
も
に
、祭
祀
文
化
の
記

録
映
像
を
鑑
賞
し
ま
す
。

　

続
く【
新
た
な
風
】ス
テ
ー
ジ
で
は
、現
在
、「
大
和

村
の
情
景
」お
よ
び「
ま
ほ
ろ
ば
の
情
景
」の
２
つ

の
テ
ー
マ
で
募
集
中
の
、フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

入
賞
作
品
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す（
入
賞
作
品
は

国
文
祭
期
間
中
、大
和
村
防
災
セ
ン
タ
ー
に
展
示
）。

　

ま
た
、博
物
学
者
の
荒
俣
宏
氏
に
よ
る
、自
然

と
文
化
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
講
演
や
、カ
ラ
オ

ケ
バ
ト
ル
な
ど
で
活
躍
し
、祖
父
が
大
和
村
出
身

の
城
南
海
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す

る
な
ど
、多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、【
シ
マ
ジ
マ
の
夜
】と
題
し
、

相
撲
口
上
や
前
相
撲
を
行
っ
た
後
、奄
美
の
伝
統

芸
能
で
あ
る
各
集
落
の「
八
月
踊
り
」を
、来
場
者

と
一
緒
に
踊
っ
て
締
め
く
く
り
ま
す
。

　

大
和
村
の
文
化
を
ま
る
ご
と
一
日
満
喫
す
る

イ
ベ
ン
ト
と
、小
さ
な
村
な
ら
で
は
の
お
も
て
な

し
で
、奄
美
の
文
化
を
堪
能
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

● 

「
シ
マ
に
い
き
づ
く
文
化
と
新
た
な
風（
文
化
）の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」〈

大
和
村
実
行
委
員
会
〉

かごしま国文祭
本物。鹿児島県　～文化維新は黒潮に乗って～

ひっとべ！

［ 平成２７年１０月３１日(土)～１１月１５日(日) ］

や
ま  

と
　
そ
ん

の
ぼ
る

ワ
ン
ダ
ー

大和浜の棒踊り

フォトコンテストのイメージ（場所：奄美フォレストポリス）

城 南海さん

荒俣 宏氏

き
ず
き
み
な
み

さ
い 

し

こ
う
じ
ょ
う

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
：
博
多 

和
宏
氏


